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■ 栗原市社協だより　第54号

平成２６年度  予      　算
　平成26年度の事業計画と予算については理事会（Ｈ26.3.18開催）及び評議員会（Ｈ26.3.25
開催）において議決されました。

科　　　　　目 予 算 額

会 費 収 入 29,000
寄 附 金 収 入 2,000
経 常 経 費 補 助 金 収 入 67,474
助 成 金 収 入 3,032
受 託 金 収 入 176,806
事 業 収 入 21,458
貸 付 事 業 等 収 入 3,110
共 同 募 金 配 分 金 収 入 23,483
居 宅 介 護 料 収 入 514,331
居 宅 介 護 支 援 介 護 料 収 入 73,760
自 立 支 援 費 等 収 入 57,806
私 的 契 約 利 用 料 収 入 11
事 業 外 収 入 30
雑 収 入 382
受 取 利 子 配 分 金 収 入 420
経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 129,093
　 合 　 計 　 1,102,196

科　　　　　目 予 算 額

法 人 運 営 事 業 196,047
地 域 福 祉 活 動 推 進 事 業 25,426
共 同 募 金 事 業 20,621
受 託 等 事 業 202,104
生 活 相 談 事 業 1,158
社 会 福 祉 セ ン タ ー 事 業 2,224
福 祉 住 宅 貸 与 事 業 240
生 活 安 定 資 金 貸 付 事 業 3,110
基 金 運 営 事 業 100
訪 問 介 護 事 業 109,402
デ イ サ ー ビ ス 事 業 392,740
訪 問 入 浴 介 護 事 業 22,755
居 宅 介 護 支 援 事 業 68,111
障害福祉サービス居宅介護事業 12,910
障害福祉サービス生活介護事業 36,346
障害福祉サービス共同生活介護事業 8,902
　 合 　 計 　 1,102,196

■収入の部 （単位：千円） ■支出の部 （単位：千円）

１）社協だより、支所だより発行
２）ボランティアセンターだより発行
３）ホームページの開設

■ 啓発事業
１）福祉教育学習推進事業
２）福祉活動に関する作品募集
３）放課後児童クラブ（栗原市委託事業）

■ 青少年、こども育成事業

１）みんなでふれあいのつどい
２）みんな集おうダンス交流会
３）朗読テープ貸出事業
４）高齢者のつどい
５）高齢者配食型会食型食事サービス事業
６）高齢者生きがい活動支援通所事業（栗原市委

託事業）

■ 高齢者、障がい者支援事業

１）保健医療、教育その他の社会福祉と関連する
事業との連絡

２）その他市民の福祉増進に必要な事業
３）福祉団体の事務委託（市老人クラブクラブ連

合会、市身体障害者福祉協会、市遺族会、市
里親会、市ボランティア連絡協議会)

■ 共同募金関連事業・その他の事業

・築館・志波姫地域包括支援センターの運営
１）介護予防ケアマネジメント
２）総合相談・支援
３）虐待防止・権利擁護
４）包括的・継続的ケアマネジメント支援
・軽度生活援助員派遣事業
１）市内７地区
・高齢者生きがい活動支援通所事業
１）市全域10地区
・放課後児童クラブ
１）市全域16教室

■ 市委託事業

１）居宅介護等事業
　①栗原市社協居宅介護事業所
２）生活介護事業
　①生活介護事業所はげましホーム
３）共同生活介護事業
　①共同生活介護事業所ケアホームふきのとう

■ 障害福祉サービス事業

１）訪問介護事業
　①栗原市社協訪問介護事業所
２）通所介護事業
　①築館デイサービス「ふれあい」
　②若柳デイサービス「ひだまりの家」
　③高清水デイサービスセンター
　④一迫デイサービスセンター
　⑤瀬峰デイサービスセンター
　⑥鶯沢デイサービスセンター
　⑦金成デイサービスセンター
　⑧花山高齢者生活福祉センター（湖畔の里）
３）居宅介護支援事業
　①築館居宅介護支援事業所
　②一迫居宅介護支援事業所
４）訪問入浴介護事業
　①くりはら訪問入浴介護事業所
５）介護者支援・地域支援事業
　①介護者癒しのつどい
　②介護保険事業等職員出前講座派遣事業

■ 介護保険事業

１）ボランティアセンター運営の充実・強化
２）災害ボランティアセンター設置運営訓練
３）災害ボランティアセンター研修会
４）技術養成ボランティアスクール
５）寝雪バスターズ事業

■ ボランティア支援、育成推進事業

１）理事会・監査会・評議員会の開催
２）合併１０周年記念「栗原市市民の福祉を考え

る集い」の開催
３）役職員研修会の開催
４）各種委員会の開催
５）一般会員及び賛助・特別会員の加入促進
６）共同募金等の自主財源の増大等、安定した財

政基盤の確立
７）財務管理及び基金の造成
８）職員採用並びに人事管理
９）所轄庁への法務に関する業務
10）築館社会福祉センターの経営
11）指定管理事業

■ 法人運営事業

１）生活福祉資金貸付、生活安定資金貸付
２）交通遺児基金貸付
３）歳末たすけあい配分委員会運営
４）福祉住宅貸与（若柳地区）
５）生活相談所運営
６）生活相談所相談員全体研修会
７）宮城県高齢者総合相談センター
８）福祉送迎サービスモデル事業（花山地区・鶯

沢地区）
９）地域福祉サポートセンター（まもりーぶ栗原
　　・県社協委託事業）
10）福祉用具貸与事業
11）移送支援事業
12）地域歳末支援事業

■ 相談・支援事業

１）支部社会福祉協議会運営の充実と支援
２）支部委員全体研修会の開催
３）地区社会福祉協議会組織活動の充実と支援
４）地域活動もりもりパックモデル事業（重点支

援地区社協・地区社協未設置地区への組織化
の推進）

５）地区推進委員研修会
６）しあわせな地域づくり事業
７）出前講座
８）防災まっぷ作成事業
９）防災まっぷアドバイザー養成研修会
10）防災運動会
11）ボランティアとこどもの祭典

■ 地域福祉推進事業

　この１０年、毎年度の基本方針に於いて、栗原の地域の実情を訴えてきた。人口の
減少、少子高齢化、高齢化率の上昇、家族形態に伴う高齢者の一人暮らし、核家族、
貧困家庭の増加、加えて人と人とのつながりの希薄化、相互扶助機能の低下等から近

年は無縁社会の到来といわれてきた。
　社協は合併から１０年目を迎えた、この先の長い道程、歴史を想えばこの１０年は正に市社
協としての草創期と捉えたい。
　これまで、組織、運営、財政の確立に粒粒辛苦を乗り越え乍ら地域の課題解決、人づくり、
ボランティアの育成に取り組み、且つ１０年、２０年後を見据えた「地域づくり」の推進に全力
を傾注してきたこのことは、全て前段の栗原の実情から生じる課題を乗り越え解決し、「誰も
が安心して幸せに暮らせるように」所謂、理念と掲げる「共に支え、共に助け合い、共に生き
る」地域の創造を鋭意目指したのである。
　よって今年度は合併から１０年の節目として、これ迄取り組んできた方針、各重点事業を継
続し、全力を挙げて草創期としたこの１０年の総括としたい。併せて栗原の現下の情勢を確か
に把握し、向かう１０年先、２０年先を見据えたその時代に適う社協像を画きたい。

１.中長期的経営基盤の確立〔10年 20年後を見据えて〕
２.組織の充実と強化〔人材の確保と育成〕
３.地域福祉の更なる推進〔地域づくりの指導、支援の強化、若年層の参加の促進〕
４.生活支援の活動強化〔在宅要支援者・課題への取組み〕
５.ボランティア・団体の育成と支援〔ボランティア 力 の更なる高揚〕

重点
項目

事業
項目

基本
方針

栗原市社会福祉協議会事業計画
平成 26 年度

「共に支え、共に助け合い、共に生きる」地域の創造
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築
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会
長
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藤

　輝
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高
清
水

　10
区
地
区
社
協(

会
長
　飯
塚
　正
治)

若
柳
　荒あ

ら

町ま

ち

地
区
社
協　(
会
長

　佐
藤

　稔)

「
第
３
回

　
　
　
脳
い
き
い
き
教
室
と
お
茶
っ
こ
会
」

「
第
２
回
私
の
宝
物
展
」

　

宮
野
上
町
地
区
社
協
で
は
、
栗
原
市
社
協
の
出
前
講
座
を

利
用
し
て「
お
茶
っ
こ
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は「
創
作
活
動
」で
す
。
築
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ふ
れ
あ
い
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
ま
ず
は
、
歌
を
歌
い
な

が
ら
体
操
を
し
て
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
春
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い「
う
ぐ
い
す
」を
題
材

と
し
た
貼
り
絵
に
挑
戦
で
す
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

生
か
さ
れ
、
今
に
も
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な

か
わ
い
ら
し
い
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

桃
の
花
も
膨
ら
む
春
暖
の
季
節
、
上
野
生
活
セ
ン
タ
ー
で

３
回
シ
リ
ー
ズ
〝脳
い
き
い
き
教
室〟
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
最
終
回
で
し
た
が
42
名
の
参
加
で
、
３
回
の
総
参

加
の
べ
人
数
は
、
125
名
を
見
ま
し
た
。

　

頭
の
体
操
の
あ
と
は
、
話
題
の
滝
ノ
原「
栗
駒
の
里
パ
ン

工
房
・
お
ふ
く
ろ
さ
ん
」の
米
粉
う
ど
ん
を
皆
で
調
理
し
ま

し
た
。

　

第
２
回
目
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
出
展
者
の
協
力
が
得

ら
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
女
性
陣
の「
な
ぬ
が
す
っ
ぺ
す

同
好
会
」の
発
足
等
に
よ
る
新
た
な
作
品
作
り
の
展
開
が
あ

り
、
出
品
点
数
・
参
加
人
数
も
倍
増
し
て「
桜
館
」に
所
狭
し

と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。　

　

来
場
者
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
、
来
年
の
展
示
物
の
こ
と
や

新
た
な
作
品
作
り
の
こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
地
域
の
人

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

展
示
物
も
宝
物
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
更

に
活
発
に
な
り
、
心
の
宝
物
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

寄
稿
者（
飯
塚　

正
治
）

　

荒
町
地
区
で
は
４
月
に
１
年
間
の
計
画
を
立
て
、
主
に
高

齢
者
の
方
々
に
健
康
で
笑
顔
に
過
ご
せ
る
地
域
を
目
指
し
、

工
夫
し
な
が
ら
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
29
日（
土)

、
お
茶
っ
こ
会
を
実
施
。
栗
原
市
社
協

の
出
前
講
座
に
よ
る「
今
知
っ
て
ほ
し
い
身
近
な
お
話
」の
講

演
、
更
に
地
区
の
方
に
よ
る
お
い
し
い
手
作
り
昼
食
を
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
地
元
の
芸
達
者
の
方
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
と
地
区
社
協
で
手
を
取
り
合
い
、
地
区
民
の
あ

た
た
か
い
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

寄
稿
者（
自
治
会
健
康
福
祉
部
長)

「
健
康
づ
く
り
お
茶
っ
こ
会
」

「
お
茶
っ
こ
会
」

講話に耳を傾けます。

「指体操をしましょう！」「上手にできるかなぁ。完成するのが楽しみだぁ～」

「つるし雛や昔懐かしい写真などの
　　　　　　　　　　　　　作品が展示」

「この作品ステキ！ 来年も楽しみだね」
見事な踊り！
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　元気に自立をして、

日常生活を送ってい

るご高齢者の方を対

象に、若柳地区では、

毎週水曜日（川北地

区）と金曜日（川南地

区）に実施しております。３月２６日、２８日には、

石越・若柳民謡同好会の皆さんが訪問してくださ

り、お囃子に合わせて全１２曲を披露して下さい

ました。長持唄や、お立酒には思わず涙する方も。

また、衣装の早替りやお話では、沢山の笑いをい

ただき、盛り上がりました。自身の生きがい作り

と社会参加を目的とする高齢者生きがい活動支援

事業に皆さんも、参加してみませんか？新規での

参加希望の方は、お問い合わせください。　

社協若柳支所  ３２-３０８３

築館地区高齢者生きがい活動支援事業 若柳地区高齢者生きがい活動支援事業

　築館地区生きがい活動支援事業は、毎週
月・水曜日に築館高齢者福祉センターを会
場に開催しております。
　３月は、寒椿のはり絵アートを作成しま
した。
　細かい作業でも楽しみながら完成させ、
皆さん喜ばれていました。
　最近は利用者様も増え、
毎回賑やかに活動していま
す。
お問い合わせ先
社協　築館支所　23-8087

　市民の皆様が抱えている生活上の困りごと、心配
ごとに対応するため、栗原市社協では生活相談所を
開設しています。相談は無料、秘密厳守となってお
りますので、ぜひご利用ください。

困りごと・心配ごとの相談は、生活相談所へ生活相談所へ
たとえば こんな相談！

◆　暮らしや住まいに関すること……
◆　家族に関すること……
◆　福祉に関すること……　　　等々

※栗原市内のどの相談所も利用可能です。※詳しくは、各支所へお問い合わせください。

相 談 所 名 電話番号 開　設　日 開設時間 開　設　場　所

築館生活相談所
（築館支所）

23－8087
５/20(火)           　  
６/10(火)　６/24(火)

９:30～11:30
築館高齢者福祉センター
(栗原市築館薬師三丁目6-2）

若柳生活相談所
（若柳支所）

32－3083
５/20(火)           　  
６/10(火)　６/24(火)

９:30～11:30
若柳総合支所
(栗原市若柳字川南戸の西4）

栗駒生活相談所
（栗駒支所）

45－2150
５/８(木)　５/22(木)

６/12(木)　６/26(木)
９:30～11:30

栗駒老人憩いの家　シャクナゲ荘
(栗原市栗駒岩ケ崎上小路136）

高清水生活相談所
（高清水支所）

58－3637
５/19(月)           　  
６/９(月)　６/23(月)

９:30～11:30
高清水ほっと館
(栗原市高清水東館34）

一迫生活相談所
（一迫支所）

52－4433
５/９(金)　５/23(金)

６/13(金)　６/27(金)
９:30～11:30

一迫高齢者生活福祉センター
(栗原市一迫真坂字高橋20-1）

瀬峰生活相談所
（瀬峰支所）

59－2322
５/８(木)　５/22(木)

６/12(木)　６/26(木)
９:30～11:30

瀬峰保健センター
(栗原市瀬峰長者原37-2）

鶯沢生活相談所
（鶯沢支所）

55－2834
５/７(水)　５/21(水)

６/11(水)　６/25(水)
９:30～11:30

鶯沢老人福祉センター
(栗原市鶯沢南郷下久保21-1）

金成生活相談所
（金成支所）

42－1248
５/９(金)　５/23(金)

６/13(金)　６/27(金)
９:30～11:30

金成総合支所　やすらぎセンター
(栗原市金成沢辺町沖200）

志波姫生活相談所
（志波姫支所）

22－2713
５/７(水)　５/21(水)

６/11(水)　６/25(水)
９:30～11:30

志波姫老人憩いの家　おもと荘
(栗原市志波姫沼崎原83-1）

花山生活相談所
（花山支所）

56－2028
５/19(月)           　  
６/９(月)　６/23(月)

９:30～11:30
花山湖畔の里
(栗原市花山字本沢百目木18-1）

「みんなと歌うと楽しいねぇ～」
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■ 栗原市社協だより　第54号

平成25年度

くりはら小地域づくりコンクール事業審査結果くりはら小地域づくりコンクール事業審査結果

優 秀 賞

築　館 横須賀地区社会福祉協議会

若　柳 米ヶ浦一地区社会福祉協議会

栗　駒 滝ノ原地区社会福祉協議会

優 良 賞

築　館 西町地区社会福祉協議会

築　館 伊豆一区地区社会福祉協議会

若　柳 峯 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

一　迫 八幡地区社会福祉協議会

一　迫 輝井地区社会福祉協議会

　

各
選
出
団
体
を
退
任
な
さ
れ
、
社

協
の
評
議
員
を
辞
任
さ
れ
た
方
々
、

並
び
に
そ
の
後
任
の
方
々
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

◆
退
任
者

《
評
議
員
》

　

鈴
木　

泰
明 

様
（
若
柳
支
部
）

　

佐
々
木
良
一 

様
（
瀬
峰
支
部
）

　

熊
谷
郁
太
郎 

様
（
金
成
支
部
）

　

菅
原　

勝
年 

様
（
志
波
姫
支
部
）

　

こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
後
任
者

《
評
議
員
》

　

近
藤　

宗
志 

様
（
若
柳
支
部
）

　

大
黒　

昭
夫 

様
（
瀬
峰
支
部
）

　

後
藤　

勝
正 

様
（
金
成
支
部
）

　

後
藤　

巻
子 

様
（
志
波
姫
支
部
）

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

■
本

　
所

◦
事
務
局
長　
　
　
　

千
田　

祐
子

◦
総 

務 

課

　

課
長　
　
　
　
　
　

山
田　

康
則

　

庶
務
係
長　
　
　
　

冨
田　

裕
司

　

経
理
係
長　
　
　
　

後
藤
き
く
子

　

主
事　
　
　
　
　
　

白
鳥　

由
加

　

主
事　
　
　
　
　
　

鈴
木　

絵
里

◦
地
域
福
祉
課

　

課
長　
　
　
　
　
　

千
葉　

美
子

　

生
活
支
援
係
長　
　

菅
原　

千
恵

　

地
域
支
援
係
長　
　

佐
藤　

一
繁

　

主
事　
　
　
　
　
　

細
川　

律
子

　

主
事　
　
　
　
　
　

吉
田　

恵
子

　

主
事　
　
　
　
　
　

佐
藤　

陽
香

　

主
事　
　
　
　
　
　

佐
藤　

智
之

◦
介
護
保
険
課　

　

管
理
担
当
課
長　
　

早
坂　

忠
信

　

介
護
保
険
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
ふ
み

　

主
事　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

妙

■
支
　
所

◦
築
館
と
志
波
姫
兼
務
（
地
域
福
祉

課
兼
務
）

　

主
事　
　
　
　
　
　

細
川　

律
子

◦
若
柳
と
金
成
兼
務

　

主
事　
　
　
　
　
　

鈴
木　

慎
吾

◦
栗
駒
と
鶯
沢
兼
務

　

主
事　
　
　
　
　
　

二
階
堂
光
子

◦
高
清
水
と
瀬
峰
兼
務

　

主
事　
　
　
　
　
　

大
川　

道
子

◦
一
迫
と
花
山
兼
務

　

主
事　
　
　
　
　
　

佐
藤　

武
彦

　

※
各
支
所
に
事
務
職
員
を
配
置

■
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

◦
管
理
者
兼
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
枝

◦
保
健
師　
　
　
　
　

小
野　

稲
子

◦
社
会
福
祉
士　
　
　

小
野
寺
志
帆

◦
相
談
員
兼
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

奈
美

■
介
護
保
険
事
業
所
等

◦
栗
原
市
社
協
訪
問
介
護
事
業
所

　

管
理
者　
　
　
　
　

今
野　

信
子

◦
く
り
は
ら
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

　

管
理
者　
　
　
　
　

石
森　

郁
子

◦
築
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い

　

管
理
者　
　
　
　

木
川
田
奈
津
江

◦
若
柳
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
だ
ま
り
の
家

　

管
理
者　
　
　
　
　

菊
地　

幸
恵

◦
高
清
水
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

佐
藤　

栄
一

◦
一
迫
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

佐
藤　
　

賢

◦
瀬
峰
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

菅
原　
　

亮

◦
鶯
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

鈴
木　

康
二

◦
金
成
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

阿
部　

善
子

◦
花
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　
　
　
　
　

佐
藤　

仁
志

◦
築
館
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

管
理
者　
　
　
　
　

佐
藤　

松
枝

◦
一
迫
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

管
理
者　
　
　
　
　

二
階
堂
俊
子

◦
は
げ
ま
し
ホ
ー
ム
と
ケ
ア
ホ
ー
ム

　
ふ
き
の
と
う
兼
務

　

管
理
者　
　
　
　
　

菅
原　

謙
二

退
任
者
・
後
任
者
の
ご
紹
介

　この事業につきましては、平成２５年度をもって終了となります。これまで、たくさんの

応募をいただきありがとうございました。今後の各地区社協のさらなる活動が展開されるこ

とをご期待申し上げます。

　栗原市社会福祉協議会と宮城県社会福祉協議会では、地域の皆さんが安心し

て暮らせるように、悩みごと・心配ごとについて相談をお受けいたします。高

齢者やそのご家族、被災された方等お気兼ねなくご相談ください。

日　　　時：平成２６年７月２３日(水曜日) 午前１０時から午後３時まで

場　　　所：栗原市築館高齢者福祉センター

　　　　　　宮城県栗原市築館薬師三丁目６番１号

相 談 種 別：弁護士による相続、財産、契約などの法律相談

相　談　料：無　料

申し込み先：栗原市社会福祉協議会 地域福祉課 ☎２３－８０８７

　　　　　　※予約制となりますので７月７日(月)まで、電話にてお申し込みください。

　５年目を迎えた「くりはら小地域づくりコンクール事業」は、平成２５年度が最終年度と

なりました。地域住民が主体となる地域を目指して、「共に支え、共に助け合い、共に生きる」

地域の創造を理念に、小地域福祉活動を展開している地区社会福祉協議会を対象に、今後の

継続性とさらなる活性化を目指すことを目的とする事業です。この５年間で、延べ６３地区

が受賞をされました。

　本事業の受賞地区は、次のとおりです。おめでとうございました。

◆ 寄　附　金（２月１日から３月31日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

千　種　正　幸　様（築館） 2,204円

栗原市志波姫地区神楽保存会　様（志波姫） 30,000円

匿　　　　　名　様（築館） 10,000円

森　　　龍　夫　様（一迫） 10,000円

栗原市立沢辺小学校児童会　様（金成） 28,692円

栗原市立若柳小学校ＪＲＣ　様（若柳） 1,612円

菅　原　昭　一　様（築館） けん引式車イス用補助装置

三木市高齢者大学大学院 院生一同　様（兵庫県） コミュニケーション麻雀セット

佐　藤　たいみ　様（一迫） 野 菜

栗原市立金成小学校　様（金成） プ ル タ ブ

一迫商業高等学校 生徒会　様（一迫） 米ていら、カレンダー

二階堂　政　子　様（若柳） 手作りお手玉

有　路　健　利　様（一迫） タ オ ル

熱　海　芳　子　様（築館） 湯 の み 茶 碗

志波姫新田区あゆみの会　様（志波姫） タ オ ル

｢巡回相談｣のお知らせ

　表彰式のあとの、懇談会の様子。各地区社協の

喜びの声や活動のエピソードが話されました。

佐　藤　貞　嘉　様（一迫） 100,000円

栗原市立金成小学校　様（金成） 324円

栗原市立萩野小学校　様（金成） 22,944円

栗原市立宮野小学校わかくさ児童会　様（築館） 5,000円

匿　　　　　名　様（金成） 10,000円
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　このつどいは、在宅や通所施設に通う知的障がいの方々

・ご家族・栗原市民の方々を一同に会し、レクリエーショ

ンや昼食会等の交流で、人と人とが出会い“つなぎあう”こ

とで、こころに「壁」を感じることなく支え合う１つのきっ

かけ作りを目的としています。

　熊谷秀雄会長は、「純真な心を持ったこの方たちと一緒

にいると感動をもらいます。福祉の根源は、障害者福祉だ

と思っています。差別とか偏見があってはいけない。誰も

が仲良く手をつなげる社会でなければ幸せな地域とは言え

ない。」とあいさつし、

交流がスタート！

　今年度も、総勢

１９２名の方々にご

参加頂き、知りあい、

ふれあい、理解しあ

えた楽しい一日とな

りました。

　合併から10年目を迎え、平成26年度がスタート

しました。今年度、広報担当になり、社協がこれ

まで取り組んできた“誰もが安心してしあわせに暮

らすことのできる地域づくり”実現のため、そして、

より多くの方に読んでいただける広報誌づくりに

心がけていきたいと思います。ご支援、ご指導賜

りますようよろしくお願い致します。　 （細川）

社協本所・支所電話番号

本所・総務　☎ 23-8070
築館支所　☎ 23-8087
若柳支所　☎ 32-3083
栗駒支所　☎ 45-2150
高清水支所　☎ 58-3637

一迫支所　☎ 52-4433
瀬峰支所　☎ 59-2322
鶯沢支所　☎ 55-2834
金成支所　☎ 42-1248
志波姫支所　☎ 22-2713
花山支所　☎ 56-2028

バーコードリーダーで読み取り。モバイルサイトにアクセス！

➜

モバイル版はこちら！！

http://kurihara-sfk.jp/ホームページアドレス

平
成
26
年
５
月
１
日
発
行

栗
原
市
社
協
だ
よ
り

第
54
号
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♪「～みんなで～ふれあいのつどい」開催♪
◆ 開催日：平成２６年３月６日（木）
◆ 会　場：栗原市みちのく伝創館

熊谷会長から賞品をいただき、
ハイ、ポーズ!(^^)!

応援合戦　がんばるぞー！

恒例のパン食い競争
パンをパクリ♪

赤・白・青・黄の４チームに
分かれて、風船バレー

　平成２６年度より、生活福祉資金・生活安定資金

に関する相談・受付の方法が変更になります。相談

の際には、まず「電話」をお願いします。

お住まいの社協支所に電話。

相談概要を確認した上で、

面談の日程を調整します。

相談の内容をお伺いいたします。

内容を検討し、申請となります。

■□■□■□■□■□■ 相談の流れ □■□■□■□■□■□■

■□■□■□■□■□■ □■□■□■□■□■□■□■□■□■□

●生活福祉資金とは？：宮城県社協の貸付資金

　　対象：低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯

●生活安定資金とは？：栗原市社協の貸付資金

　　対象：栗原市に１年以上居住する低所得世帯

電話で受付

面　談

申　請

資金借入相談の流れが変更になります

～ご協力いただいた団体～
◦栗原市民生委員児童委員協議会 様
◦栗原市ボランティア連絡協議会 様
◦栗駒ボランティア連絡協議会 様
◦宮城県障害者福祉センター 様
◦宮城県障害者総合体育センター様

皆さん、ありがとうございました！♪

♪


